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あらまし：ディクトグロスとは，言語学習において重要な 4 つの言語スキル(listening, speaking, 

reading, writing) を一度の学習で全て鍛えられる学習法のことである．我々はディクトグロスを独学で

学ぶことができる日本語ディクトグロスシステムを開発してきた．先行システムでは listening, reading, 

writing の 3技能の学習にのみ対応しており，speakingには対応していなかった．そこで，本研究では，

音声認識を活用することで先行研究のシステムを speaking スキルの学習が可能なように改良する．実際

に，音声認識器をシステムに組み込み，認識した学習者の発話に対して，発音評価できる機構を実装した． 
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1. はじめに 
ディクトグロスとは，1990年に Wajnyb(1) によっ

て提唱された，言語学習において複数の言語スキル

を協調的に学習することができる学習法のことであ

り, 第二言語の学習方法として注目されている．デ

ィクトグロスでは, まず，教師が課題文となる短い

文章を読み上げ(ディクテーションステージ), 学習

者は読み上げた文章についてメモを取り，学習者同

士でメモを見せあい相談しながら元の課題文を復元

していく(復元ステージ)．最後に教師が答え合わせ

を行い, 復元文の誤りや課題のポイントなどを解説

する(解析・正誤判定ステージ). ディクトグロスの特

徴は, 言語学習において重要な 4 つの言語スキル

(listening, speaking, reading, writing) を一度の学習で

全て鍛えられる点にある. 

ディクトグロス活動は, 協調的な学習者と教師の

確保が必要で，独学には向いていないという欠点が

ある. そこで，パートナーとなる学習者役を協調的

学習者エージェント (CLA：Collaborative Learner 

Agent) として, 教師役を教師エージェント(TcA：

Teacher Agent) としてシステム上で実現することで, 

独学可能な日本語ディクトグロス環境(2)を構築して

きた．本来のディクトグロスにおける，speaking の

技能を養うための「学習者同士での会話」に対して，

先行研究ではキーボード入力とマウス入力によって

補っている． 

本研究では，音声認識を活用することで先行研究

のシステムを speaking スキルの学習が可能なよう

に拡張する．  

 

2. ディクトグロス学習環境 
2.1 ディクテーションステージ 
学習者はまずシステム上から課題の選択を行う．

課題文はその単元で学習すべき項目（学習目標言語

形式）を含むように設計されている．次に，学習者

は教師役が録音済みの課題文音声の聴解を行う．学

習者は聴解中に学習者回答（復元文）作成のための

メモをとる．このメモは，システム中に入力するの

ではなく，別途紙媒体のメモ用紙を用意し，自筆す

るよう設計されている． 

2.2 復元ステージ 
学習者は紙媒体のメモを元に，解答を入力フィー

ルドに入力する．学習者の解答が入力されると，シ

ステムは学習者の復元文に対して CLA の復元文を

生成する．このとき，CLA が作成する復元文は，学

習者が効果的な学習を行えるように，学習者の復元

文の内容に応じて自動生成される．(1) 学習目標言

語形式 (2) キーワード (3) 他の言語形式 (4) それ

以外に応じて，数字が小さいほうがより学習者がそ

の単語に着目できるようにポリシーが設計されてい

る．先行システムには，学習者が CLA に語があっ

たかどうかを質問する機能がある．それぞれの学習

者の復元文に対して，形態素解析結果によって，形

態素ごとにボタン群を作成してあり，その単語をク

リックすると，会話文が自動生成される．本研究で

はこの部分に音声対話を活用する． 

2.3 解析・正誤判定ステージ 
学習者が最終的な復元文を入力した後，TcA は正

解文を学習者に提示する．学習指導は，復元文と課

題文との差分や誤りの種類に応じて太字や下線，色

などの視覚的目印を用いてインプット強化を行った

り，言語形式の誤りの詳細や使用方法を提示したり

する．それと同時に学習者の入力した復元文に含ま

れる誤りも提示する． 
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3. 音声対話を活用したディクトグロスシステ
ムの改善方針 

3.1  “話すこと”とは 
『話すことを教える』(３)では，話すという行為に

は以下の 3 つのプロセスがあると述べている．(1) 

言いたい内容を考える(2) どのように言うか考える

(3) 実際に言う．言語学習の初期段階においては(1) 

の言いたい内容を考える部分と，(2) どのように言

うか考える，及び (3) 実際に言うの間には，大きな

ギャップがある．学習者が実際に話せるようになる

ためには，学習者自身が言いたい内容や表現を考え

るプロセスを含んだ練習も行う必要がある． 

このため，システムの学習の段階で，考えうる(1)

のパターンについて，それをどのような文で CLA に

伝えられるのかについて何らかの手段で提示する必

要がある． 

3.2 発音誤りを評価する 
会田ら(4)らは「外国人の発音には様々な誤りが含

まれている．その誤りを診断し，指導することは日

本語教育上，非常に重要である．」と述べている．本

研究でも，音声認識を用いて発音誤りを評価するシ

ステムを検討する．このことが speaking を鍛えるこ

とに間接的につながると考えている．そこで，学習

者の復元文をシステムに発話してもらい，認識する

ことで，発音評価ができるのではないかと考えた．

また，その発音評価結果を指摘する機能も実装する．  

 

4. 音声対話を活用したディクトグロス支援環
境の設計と試作 

4.1 学習者の復元文読み上げ認識機能 
復元ステージにおいて，学習者が復元文を入力し

た後，CLA との対話に移行する前に，システムから

学習者に対して復元文を読み上げさせる．対話を阻

害したくないため，発音の正誤に対するフィードバ

ックは解説・正誤判定ステージにて行う． 

4.2 CLAとの音声対話をする機能 
復元ステージにおいて，学習者は CLA と自身の復

元文の違いに気づくと，形態素毎に作成されたボタ

ンを押す．これにより発話文が自動生成される．こ

の部分について本実装では，音声認識を導入し，発

話分を自動生成せず実際に発話してもらい，その文

を認識することでどの形態素に関する指摘なのかを

識別する．  

しかしこの方法では学習者が質問の定型文を覚え

ておく必要があるので，質問の仕方が全く分からな

い学習者に考慮して質問例を示したマニュアルを用

意するなどの対策を取る必要がある． 

4.3 システム概略 
図 1 にシステム動作例を示す．(S1) と書かれてい

る部分は学習者がキーボードから復元文を入力する

部分である．A にあるボタンを押すとその復元文の

発話を促すダイアログ(B)が現れる．この処理は，学 

 

 
図 1. 復元文読み上げの動作例 

 

習者の復元文がある程度正解の文と一致していない

と起動しない． 

次に，CLA との対話インタフェースの動作例を図

2 に示す．学習者は Ask と書かれたボタンを押して

発話を開始する．ここでは，``S1 に「雨」はありま

したか？”と認識して対話が進んでいることがわか

る．復元文訂正等が終了した後，復元文の正誤判定，

および発音評価の結果がフィードバックされる． 

 

 
図 2. CLA との対話インタフェース 

 

5. 終わりに 
本研究では，音声対話を活用した日本語ディクト

グロスシステムを試作した．今後は作成したシステ

ムを留学生に使用してもらってのユーザビリティ評

価を予定している．また，CLA の発話に音声合成な

どを用いる双方向音声対話の枠組みを検討する． 
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